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土浦市立博物館館長
上高津貝塚ふるさと
歴史の広場館長
常磐大学 名誉教授

糸賀茂男
甲斐土屋昌

まさつぐ

続（右衛門尉）
土浦藩主土屋家の先祖とされる
（推定1545～1575年）

武田二十四将図（部分）（土浦市立博物館所蔵）中村氏系図
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皆
さ
ま
、
な
か
な
か
コ
ロ
ナ
禍
を
払
拭
で
き

な
い
な
か
で
の
新
年
で
ご
ざ
い
ま
す
。
続
い
て

感
染
無
き
よ
う
念
じ
ま
す
。

　
さ
て
、
今
回
は「
土
浦
土
屋
氏
」の
濫ら

ん

觴し
ょ
う、

す

な
わ
ち
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。
土
浦
藩

主
土
屋
氏
が
、
鎌
倉
時
代
の
こ
ろ
か
ら
戦
国
時

代
ま
で
長
き
に
わ
た
り
、
甲
斐
国
武
田
氏
の
家

臣
と
し
て
経
過
し
た
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
子
孫
が
運
良
く
徳
川
氏
に
厚
遇
さ

れ
、
さ
ら
に「
大
名
」に
取
り
立
て
ら
れ
た
こ
と

は
、
令
和
２
年
開
催
の
博
物
館
第
41
回
特
別
展

示「
土
浦
城
」で
紹
介
い
た
し
ま
し
た
。

　
一
方
昨
年
は
、「
鎌
倉
殿
の
十
三
人
」に
よ
る

鎌
倉
武
士
の
大
ブ
ー
ム
が
あ
り
、
小
田
城
の
初

祖
と
も
言
わ
れ
る「
八
田
知
家
」も
初
め
て
テ
レ

ビ
画
面
に“
お
目
見
え
”し
ま
し
た
。
実
は
土
屋

氏
も
同
様
に「
鎌
倉
御
家
人
」の
一
人
で
あ
り
、

か
の「
甲
州
軍
団
」土
屋
昌
続
に
も
、
相
模
国
の

武
家
と
し
て
の
前
史
が
あ
り
ま
す
。

〈
中
村
か
ら
土
屋
へ
〉

　
「
鎌
倉
武
士
」の
数
は
、
関
東（
東
国
）に
限
っ

て
も
、
個
々
に
そ
の
居
住
地
名
を
苗
字
と
す
る

数
百
家
に
お
よ
び
、ま
た
、相
互
の
通
婚
が
あ
っ

た
こ
と
か
ら
、
氏
族
間
の
関
係
は
ま
こ
と
に
複

雑
で
す
。　

　
土
屋
氏
の
居
住
地
で
あ
る「
土
屋
」と
い
う
地

名
は
、
相
模
国
大
住
郡
土
屋
郷（
土
屋
荘
）で
あ

り
、
現
在
の
神
奈
川
県
平
塚
市
の「
土
屋
」に
あ

る
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　
そ
し
て
そ
の
系
譜
は
、
相
模
国
余よ

ろ
き綾

郡
中
村

郷（
中
村
荘
、
現
在
の
小
田
原
市
か
ら
北
方
の

中
井
町
に
か
け
た
、中
村
川
一
帯
と
思
わ
れ
る
）

に
住
ん
で
い
た
、
桓
武
平
氏
流
を
自
認
す
る
中

村
荘し

ょ
う
じ司

宗む
ね
ひ
ら平

の
子
息
で
あ
る
、
三
郎
宗む

ね
と
お遠

を
初

祖
と
し
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
中
村
郷
か
ら
土

屋
郷
へ
転
出
し
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
新
天

地
に
入
部
し
、
後
に
源
頼
朝
と
主
従
関
係
を
結

ん
だ
わ
け
で
す
。
宗
平
も
宗
遠
も
、「
御
家
人
」

と
し
て
、鎌
倉
幕
府
か
ら
新
た
に
居
住
地
の「
地

頭
職し

き
」に
補
任
さ
れ
た
の
で
す
。
な
お
、
宗
遠

新春
博
物
館
館
長
が
語
る

土
浦
土
屋
氏
の
濫ら

ん

觴し
ょ
う

―
中
世
武
家
の
ふ
る
さ
と
―
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族
が
こ
の
時
点
で
行
っ
た「
世
過
ぎ（
世
渡
り
）」

の
判
断
で
す
。「
土
屋
氏
」の
鎌
倉
武
家
と
し
て

の
立
場
は
、
帰
属
し
て
い
た
氏
族
全
体
の
中
で

見
る
べ
き
で
、
そ
の「
ふ
る
さ
と
土
屋
」の
光
景

・
地
形（
座
禅
川
）

・
遺
跡（
居
館
）

・
氏
寺（
芳
盛
寺
、
供
養
五
輪
塔
）

・
土
地
の
小
字（｢

惣
領
分｣

「
庶
子
分
」な
ど
）

は
、
直
接
訪
れ
て
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

甲
斐
国
で
は
、
釜
無
川
流
域（
南
ア
ル
プ
ス

市
徳
永
一
帯
）が「
甲
斐
土
屋
氏
」の
拠
点
で
す

が
、こ
れ
は
別
の
機
会
で
改
め
て
紹
介
し
ま
す
。

「
土
浦
土
屋
氏
」の
濫
觴
を
考
え
る
こ
と
は
、
江

戸
時
代
の
武
家
を
理
解
す
る
上
で
も
必
須
の
作

業
で
あ
り
、
鎌
倉
武
士
の
系
譜
を
ひ
く
武
家
の

盛
衰
史
こ
そ
、歴
史
研
究
の
眼
目
と
思
い
ま
す
。

　
改
修
工
事
の
た
め
、
昨
年
に
引
き
続
き
博
物

館
は
年
内
休
館
で
す
が
、
こ
の
間
に
も
、
土
浦

市
域
の
歴
史
・
文
化
研
究
は
続
行
あ
る
の
み
で

す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。　

　
で
は
私
の
年
頭
の
発
句
で
す
。　

の
立
場
は
父
親
同
様「
荘
司
」で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
す
。「
荘
司
」は
、
地
頭
職
補
任
以

前
荘
園
の
現
地
で
の
徴
税
を
任
務
と
し
て
い
ま

し
た
。

〈
鎌
倉
殿
と
土
屋
氏
の
関
係
〉

　
『
吾
妻
鏡
』に
宗
遠
が
初
め
て
登
場
し
た
の

は
、
治
承
４（
１
１
８
０
）年
８
月
20
日
、
挙
兵

し
た
源
頼
朝
の
相
模
入
り
に
従
軍
し
た
と
い
う

記
載
で
す
。
宗
平
に
つ
い
て
も
、
同
年
10
月
18

日
に
、
早
々
に
頼
朝
の
家
人
と
し
て
従
軍
し
た

こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
宗
遠
の

兄
で
あ
り
、
湯
河
原
町
土
肥
を
拠
点
と
し
て
い

た
土
肥
次
郎
実さ

ね
ひ
ら平

も
、
治
承
４
年
８
月
９
日
に

頼
朝
が
挙
兵
し
た
際
の
枢
要
な
家
人
の
一
人
と

し
て
の
記
載
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
宗
平
の

娘
婿
で
あ
り
、
三
浦
氏
族
と
し
て
伊
勢
原
市
岡

崎
を
拠
点
と
し
て
い
た
岡
崎
義よ

し
ざ
ね実

も
記
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
つ
ま
り
、
中
村
氏
族
は
桓
武
平
氏
流
で
あ
り

な
が
ら
、
頼
朝
挙
兵
時
と
い
う
早
い
時
期
か
ら

源
頼
朝
に
勤
仕
し
、「
御
家
人
」と
し
て
の
武
家

の
立
場
を
構
築
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
彼
等
氏

土屋家　三石紋
３つの石からなる紋。
石畳ともいう。

土屋家　九
く

曜
よう

紋
中心が太陽、周りが星。
厄除けに通じる。

生は
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